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対空無線機の避雷対処の迅速化
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平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたりの会合時間

私たちが勤務する無線整備係の長に私たちをそれぞれ評価してもらいました。

平均してみると明るい職場、サークル能力ともに全体的に低めでした。サークルレベル

はＤゾーンと判断されてしまいました！そこで私たちは、Ｃゾーンを目指すことにしま

した。

それぞれのテーマをマトリックス図にて評価しました。その結果、夏季に避雷対処が多

い傾向にあるため緊急性が高く、重要性や効果期待等も点数が高いことから、「対空無

線機の避雷対処の迅速化」というテーマを選択いたしました。
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避雷対処には【対処】と【解除】の２種類があります。対処は左の図のように、落雷す

る可能性がある前にアンテナ線等を器材から取り外すことです。一方、解除は右の図の

ように落雷する可能性が無くなったときに、アンテナ線等を器材に取り付けることです。

こちらのグラフは昨年度に実施した避雷対処または解除の回数を表したものです。

夏季に集中していることがわかります。回数を合計したら年間１８０回も実施して

おり、無線整備係としては頻繁に実施している業務となっています。

対処開始から報告完了までのおおまかな流れです。担当部署より基地に雷雲が接近する

ため、対処をしてくださいという要請を受けます。要請を受けたら、まず事務室等から

対空無線機が設置されている器材室まで速やかに移動します。８０段以上のきつい階段

を上るため大変な思いをしています。次に器材を停止します。具体的な台数は言えませ

んが、皆さんが思っている以上に台数が多いです。器材の停止が終わったら、工具を使

用しケーブルを脱着します。対処完了したら、報告を行い終了となります。これが一連

のおおまかな流れです。

避雷対処または解除にどのくらい時間を要しているかサークル員と同じ係員に協力し

てもらい測定してみました。結果がこちらのグラフです。この結果より、笠取山での

勤務歴が長い隊員が短い時間で完了し、勤務歴が短い隊員は、より長い時間がかかっ

ていることがわかりました。その中においても、器材の停止・起動やケーブル等の脱

着にかかる時間にバラツキがあることがわかりました。そこで一番早い隊員、ケーブ

ルの脱着で時間がかかった隊員、器材の停止・起動で時間がかかった隊員がどういう

動きをしていたのかを確認してみました。

Ｉ士長の場合です。Ｉ士長は一番勤務歴が長い７年のベテランで開始から完了までを１

４分で行いました。経験豊富なので移動が３分、器材停止が５分、ケーブルの脱着が６

分と一連の流れを落ち着いて速やかに実施していることがわかりました。

次に笠取山での勤務経験が１年のＯ３曹です。対処の経験はあるものの前回実施時

から期間が空いていたこともあり、移動が３分、器材停止が６分と順調だったので

すが、多数ある工具の中からどれを使っていいかわからず、悩んでいるうちに時間

がかかったことと、どのケーブルを外してよいか迷ってしまいケーブルの脱着に１

０分もかかってしまいました。合計時間は１９分でした。

最後に、笠取山での勤務歴３か月のＡ２曹です。対処が初めてということもあり、移動

は３分でしたが、器材停止の段階で停止の順番がわからなかったため、操作要領を再度

別の隊員に電話で確認する必要が生じました。そのため１３分も時間がかかってしまい

ました。ケーブル脱着は操作要領を確認したことにより、８分でした。合計時間は２４

分という結果になってしまいました。
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特性要因図から作業に時間がかかる要因を解析しました。

避雷対処に時間がかかる原因となる事がらを方法、人、道具、環境に分類し解析した

結果、４点の重要要因が挙げられました。

要因について簡易検証を行いました。４つの要因を検証した結果、すべてが主要因

であることが判明しました。

系統マトリックス図による対策の検討を行いました。

避雷対処にかかる時間を短くするために、要因の解析で判明した主要因を一次手段か

ら三次手段に分けそれぞれ対策を検討し、１７項目の対策案を重要度、取組み易さ、

効果、実現性の評価項目でサークル員で話し合いをして評価した結果、評価が高かっ

た７項目について対策することにしました。そこで、道具、環境、人、方法でまとめ、

対策１ 使用する工具への表示

対策２ ケーブルと器材の表示作成

対策３ 手順書の作成

対策４ 技術指令書の熟読 といった４つの対策を進めることとしました。

対策１として、使用する工具への表示をしました。どの工具を使用していいのか

迷うことにより時間がかかっていたのに加え、正しい工具を使用しないとネジ山

が変形してしまうため、表示することにより、使用工具の見える化をしました。

これにより誰が見てもパッと見てすぐにわかります。

対策２として、ケーブルと器材の表示作成をしました。対策前のケーブルや器材が

こちらです。このままだとどの順番で対処及び解除を行えばよいかわからなく、慣

れていない隊員は余計時間がかかり、誤った操作をしてしまう可能性があります。

対策したものがこちらです。対処時は黄色の順番、解除時は緑色の順番で操作する

ことにより、誰でも迷わず操作できるようになります。電源ケーブルは似た形状が

多いため表示することにより、一目瞭然になりました。
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次に対策３として、手順書の作成にとりかかりました。この手順書には各器材とケー

ブルの接続箇所の写真、各器材の停止及び起動方法、注意事項について表記しまし

た。経験の浅い隊員が読んでも一通りの動きができるように工夫しました。

作成した手順書がこちらです。このように写真でどこを操作したらよいか、一目

で分かるようになっています。作業する順番も対策２で作成した表示とリンクす

るようになっています。対策１で作成した工具の表示の写真ものせ、正しく工具

を使用するための注意書きを表記しました。

対策４として、技術指令書の熟読です。

私たち無線整備係員はこれを根拠とするため、常日頃の訓練に加え知識の習得も重要

な任務です。

効果の確認です。再び避雷対処または解除にどのくらい時間を要しているか測定

してみました。結果がこちらのグラフです。この結果より、笠取山での勤務歴に

関係なく、どの項目においてもバラツキがなく短い時間で実施できました。時間

も全員目標の１４分以内に実施でき、目標達成です。

対策前のグラフと比べると一目瞭然です。

時間の短縮を図れたことにより、人的リスク、器材的リスクを軽減することができま

した。

係長に活動後の私たちを評価してもらいました。

当初は低かったサークルレベルも全体的なレベルアップを図れたため、目標のＣ

ゾーンへ到達することができました。こちらも目標達成です。

標準化と管理の定着です。５Ｗ１Ｈを用いて今回の対策の標準化を図り、風化させな

いためこのような内容で管理の定着を図ります。

今回の活動により、手順書を作成や様々な対策をしたことで避雷対処の時間短縮

ができ、器材保護につなげることができました。また、サークル全体のＱＣスキ

ルの向上を図れてとても良かったです。

ありがとうございました。
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